
若年者自殺死亡率の国際比較
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新たな地域精神保健医療体制の構築に向
けた検討チーム

• 昨年９月の省内の有識者検討会の報告書などを踏
まえ、今後の精神保健医療施策としての具体化を
目指し、当事者・家族、医療関係者、地域での実践
者、有識者の方々からご意見を伺うため、「新たな
地域精神保健医療体制の構築に向けた検討チー
ム」を設置。

• 平成２２年５月３１日からこれまでに４回開催
※ 当面、来年度予算編成での具体化を目指し、アウトリーチ体制の具体化
など地域精神保健医療体制の整備に関する検討に重点を置く。認知症等
の高齢精神障害者対策、精神病床のあり方等に関しては、医療・介護の改
革と併せて今後継続して検討していく。
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医療 福祉

行政

・病院／診療所
（訪問看護、訪問診療）

・訪問看護ステーション

・地域活動支援センター
・相談支援事業所
・障害福祉サービス事業所

（訪問型自立訓練など）
・「基幹相談支援センター」（案）

・精神保健福祉センター
・保健所
（措置入院、訪問指導など）

・市町村 （福祉サービスの利用支援など）

精神疾患の患者の支援に医療は丌可欠。
病状と支援が直結。

利用者に寄り添う生活支援ができる。

「支援を自ら求めることができない人」にも支援ができる。
（現在は措置入院などに対応）

アウトリーチでの支援を行う主体



アウトリーチでの支援に向けて

• 当事者や家族の抱える様々な課題の解決を、「入院」に
頼らず、地域で生活することを前提とした支援体系へ

–医療面での支援に加え、早期支援・家族支援など生活面の
支援を同時に行うための、多職種チームでの支援

–現存する人的資源を活用して地域で支援を行う人材として養
成

–医療機関が病床を削減しながら、人員配置を地域精神保健
医療に転換するよう促進

–地域移行・地域定着の促進のための住まいの整備
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まとめ



自殺対策には、
地道な地域精神保健活動こそ重要

ただし、本当に支援を必要とする人
は、支援を求めることもできない

支援は、本当に必要な人に
届いていますか？



一方で、こんな悩みも聞こえてきます
○人も予算も足りない・・・
○援助者の方が燃え尽きそう・・・・・

自殺対策への関心を高めること

関心の高まりを、地域精神保健活動の
充実に活かせるように


